
 

東京 2020 パラリンピック聖火フェスティバル開催事業 

障がい者支援課 

１ 目的 

 障がいのあるトップアスリートが出場するスポーツの祭典、東京パラリンピックの聖火

フェスティバルを開催することで、スポーツを通じて、一人ひとりが互いの価値や輝きを

認め合う共生社会を実現するというパラリンピックの理念を県内に広めていく。 

 

２ 実施期間 

  令和２年８月 13 日（木）～８月 17日（月） 

 

３ 実施内容 

項目 内容 実施主体 実施か所 

採火式 希望する市町村でそれぞれ独自の方法で採火 市町村 13 市町村（※） 

聖火ビジット ランタンに入れた聖火を各所へ訪問・展示 市町村・県 （調整中） 

出立式 聖火を一つにして開催都市東京へ送り出す 県 長野市 

※採火式…小海町、上田市、富士見町、伊那市、辰野町、箕輪町、飯田市、高森町、木曽町、松本市、

白馬村、長野市、山ノ内町の 13 市町村で実施予定。 

 

 

 

（参考）東京 2020 パラリンピック聖火リレーの全体スケジュール概要 

R2.8.9 （東京オリンピック閉会式） 

8.13～8.17 全国 43 道府県で聖火フェスティバル（採火・ビジット・出立） 

8.18～8.21 競技開催県（静岡県・千葉県・埼玉県・東京都）で聖火フェスティバル 

8.21 東京都で集火式を行い、全国の聖火を一つに統合 

8.22～8.25 東京都内で聖火リレー（8/25 に開会式） 
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